
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和 2年 4月改訂 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

節句の時期になると茶・白・桃・緑などの、上新粉を使った色とりどりのおもちを見

かけるようになります。これは「しょうゆもち」と呼ばれ、松山藩松平家初代藩主、

松平定行（さだゆき）が3月の節句に作って家臣に配り、繁栄を祝ったのが始まりと

もいわれている郷土料理です。その後、各家庭でも作られるようになり、色や形など

いろいろと工夫されてきました。しかし最近では、家庭で作られることも少なくなり、

「しょうゆもちって何？」「名称は知っているけど食べたことがない」といった声も聞

かれます。昔から受け継がれてきた和菓子を電子レンジで簡単に作ってみませんか♪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


